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バンコクで購入した塩辛の微生物、ナトリウム

　　とカリウム量および遊離アミノ酸量について
郡山女子大家政　○会田久仁子　角野猛　諸岡信久　山田幸二

食　　物

　目的：塩辛は日本、韓国および東南アジア諸国に共通した食品であるが、日本ではその
消費量は少ない。しかし、韓国ではキムチの副材料や副食物等として、また、タイ等の東

南アジアでは魚醤の原料や調味料として食生活に極めて密着した食品となっている。演者

等は低塩化の進行している日本と韓国の塩辛について食品衛生および公衆栄養的観点から
各種微生物の分離、ナトリウム、カリウム量、食塩濃度、水分活性および遊離アミノ酸組

成などについて検討したが、今回、タイのバンコクで購入した塩辛類について同様な検討
を行い知見を得たので報告する。

　方法：実験材料は1994年9月中旬にタイのバンコクの市場等で購入した塩辛類と調味料
等15検体である。微生物検査は生菌数、大腸菌群、セレウス菌、ブドウ球菌、サルモネラ

乳酸菌、低温細菌等について行なった。また、ナトリウムとカリウム量は炎光法により、
水分活性はロトレック社製の水分活性測定器、遊離アミノ酸組成は日立高速アミノ酸分析

計によって分析した。

　結果：得られた結果は次のとおりである。

　1.生菌数は10"～lO'/g、分離された腸内細菌はProteus属、Enterobacter属、Kleb-
sielia属等であった。2.ナトリウム量は3017～6200mg/100g、カリウム量は145～245mg/

lOOgであった。また、食塩濃度は7.7%～15.9%であった。3.水分活性は0.845～0.912で

あった。4.遊離アミノ酸総量は248.6～6217.8nig/100gであり、グルタミン酸が多い検体
が多く、遊離アミノ酸総量の16.7%～77.4%を占めていた。次いでAla、Leuが多かった、

Up-2 キルギスタンの食文化とその背景

鈴鹿短大　○水谷令子，西村亜希子

　〔目的〕キルギスタンは中央アジアの一共和国で、中国天山山脈の西側の山麓に位置して

いる山国である。演者らは、1994年７月から８月にかけてキルギス共和国を訪ね、食にか

かわる資料収集、調査などを実施したのでこれらを紹介し、キルギス国の食文化とその背

景を考える。

　〔結果〕キルギスタンの人口は約450万人で、人口密度は20人/ぼで首都はビシケクである。

平均標高は1. 300mで、国土の40％以上は海抜3,000ni以上である。キルギス人の他に、ロ

シア人、ウズベク人などが住む多民族国家で、遊牧民由来の国ではあるが、中国からの移

住民によってオアシスや潅漑を利用した野菜や果実の栽培が行われ、小麦を中心とした穀

類もほぼ自給されている。日常の基本食はパンを主食として、羊肉や野菜料理を副菜とす

る。乳や乳製品の利用は多くなく、麺類や茶をはじめとする中国の食文化の影響もみられ

るが、ロシアや西アジアの影響の方が大きいと思われた。
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